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野村サービス関連株ファンド 
（米ドルコース） 

（愛称：もてなしの心（米ドルコース））
運用報告書(全体版)

 
第３期（決算日2017年８月21日） 

 
作成対象期間（2016年８月23日～2017年８月21日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2015年５月29日から2024年８月20日までです。 

運 用 方 針 

サービス関連株マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、わが国のおもてなし関連企業※の
株式を主要投資対象とし、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行うことを基本とします。 
※当ファンドにおいて、「おもてなし関連企業」とは、世界で高く評価される日本独自のサービスや高品質の製品を国内外のユーザーに提供する企業のこと
を指します。 

主な投資対象 
野村サービス関連株 

ファンド（米ドルコース） 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とし、選択権付き為替予約取引等の外国為替に関するデリバティブ
取引を主要取引対象とします。また、株価指数先物取引および外国為替予約取引等を活用する場合、短期有
価証券ならびに短期金融商品等に投資する場合があります。なお、株式に直接投資する場合があります。

マザーファンド わが国のおもてなし関連企業の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
野村サービス関連株 

ファンド（米ドルコース） 
株式への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘案して
分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

株   式
組 入 比 率

株   式
先 物 比 率

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産
総 額(分配落) 

税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

2015年５月29日 10,000 － － － － － 1,621

１期(2015年８月20日) 10,354 40 3.9 89.8 8.6 － 5,869

２期(2016年８月22日) 6,875 0 △33.6 88.1 6.2 3.5 4,223

３期(2017年８月21日) 8,671 0 26.1 92.6 6.1 0.2 2,781
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載してお

ります。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた運用を行っていないため、ベンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日
基 準 価 額 株   式

組 入 比 率
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託
証   券
組 入 比 率 騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％

2016年８月22日 6,875 － 88.1 6.2 3.5

８月末 7,030 2.3 86.7 7.3 3.7

９月末 7,103 3.3 89.0 5.9 3.6

10月末 7,587 10.4 90.2 5.9 2.2

11月末 8,353 21.5 89.4 7.9 0.7

12月末 8,888 29.3 90.7 7.6 0.7

2017年１月末 8,532 24.1 92.0 6.4 0.4

２月末 8,435 22.7 92.4 5.9 0.2

３月末 8,269 20.3 90.9 5.8 0.2

４月末 8,467 23.2 90.9 6.6 0.2

５月末 8,817 28.2 91.1 5.9 0.2

６月末 9,112 32.5 91.1 7.1 0.2

７月末 8,808 28.1 92.6 6.1 0.2

(期  末)   

2017年８月21日 8,671 26.1 92.6 6.1 0.2
 
＊騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載してお

ります。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2016年８月22日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

すので、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は26.1％の上昇 

基準価額は期首6,875円から期末8,671円に1,796円の値上がりとなりました。 

 

①の局面（期首～11月上旬） 

（上昇） FRB（米連邦準備制度理事会）の要人発言などを受け早期米国利上げ観測が広がった

ことで円安ドル高が進んだこと。 

（下落） 米大統領選挙において共和党のトランプ氏の当選が濃厚となりリスク回避の動きが強

まったこと。 
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野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）

②の局面（11月上旬～４月中旬） 

（上昇） トランプ氏の勝利宣言を受けて財政拡大による景気押し上げ政策などへの期待が高

まったことや、為替市場で急速に円安ドル高が進んだこと。 

（上昇） 米国において１年ぶりの利上げが決定され日米金利差拡大から円安ドル高が進行した

こと。 

（上昇） トランプ米大統領による法人税減税やインフラ投資政策への期待、堅調な企業決算な

どから米国株式市場が過去最高値を更新したこと。 

（下落） FOMC（米連邦公開市場委員会）で追加利上げ予想に変化がなかったことや、米下院共

和党がヘルスケア法案の採決を断念しトランプ米大統領の経済政策に対する期待が後

退したことで、米金利が低下し円高ドル安が進んだこと。 

（下落）米国のシリア空爆や北朝鮮情勢の緊迫化など地政学的リスクが高まり、リスク回避の

動きが強まったこと。 

 

③の局面（４月中旬～期末） 

（上昇） 仏大統領選においてEU（欧州連合）離脱に消極的なマクロン氏が勝利したことに加え、

米議会において予算案が暫定的な合意に達するなど政治的なリスクが低下したこと。 

（上昇）米国株式市場が過去最高値を更新したことを受け、為替市場で円安ドル高が進んだこと。 

（上昇） 米雇用統計が市場予想を上回る結果となり、米国経済の好調が確認されたこと。 

（下落） 北朝鮮情勢の緊迫化、スペインでのテロ事件など地政学的リスクが高まり、リスク回

避の動きが強まったこと。 

 

○投資環境 

期初は、FRBの要人発言を受けて早期米国利上げ観測が広がったことなどから株式市場は上

昇しました。その後も、FOMCでの米国の利上げ見送りによる円高進行などで株式市場は一時

下落したものの、堅調な中国経済指標や米大統領選挙において民主党のヒラリー・クリントン

氏の優勢が伝わり米国の政策変更への不安が遠のいたことなどから円安ドル高が進行し、株式

市場は上昇しました。 

11月に入ると米大統領選挙において共和党のトランプ氏の当選が濃厚となるとリスク回避

の動きが強まり、株式市場は大きく下落しましたが、トランプ氏の勝利宣言を受けて財政拡大

による景気押し上げ政策などへの期待が高まったことで急反発しました。更に、次期トランプ

政権への期待から米国株式市場が過去最高値を更新したことや、米国利上げ観測を背景とした

急速な円安の進行などが好感されたことも相場を押し上げました。その後も、米国において１

年ぶりの利上げが決定され、日米金利差拡大から円安ドル高が進行したことなどから株式市場

は上昇しました。 

１月に入ると日本の年末年始に公表された海外経済指標が堅調であったことなどを受け、株

式市場は大きく上昇して始まりましたが、トランプ米大統領の就任演説が経済政策の具体性に

乏しかったことや保護主義的な主張が目立ったことなどから、一進一退で推移しました。その
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野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）

後は、法人減税やインフラ投資政策への期待や堅調な企業決算などから米国株式市場が過去最

高値を更新したことなどを受けて国内株式市場も大きく上昇しましたが、トランプ米大統領の

議会演説を控えて利益確定の動きが強まり、株式市場は小幅上昇にとどまりました。 

３月に入るとFOMCにおける政策金利の追加利上げ決定後、今後の利上げペースが加速する

可能性は低いとの見通しが広がったことなどから為替相場が円高ドル安に転じたことや、米国

の医療保険制度関連法案を巡る混乱を受けてトランプ政権の今後の政策運営に対する不安が

高まり、リスク回避的な動きが強まったことなどから株式市場は下落しました。その後は、北

朝鮮のミサイル発射や米国によるシリア攻撃を受けて地政学的リスクが強く意識されたこと

などから株式市場は下落しましたが、日米経済対話が波乱なく終了したことやトランプ政権が

税制改革に再度強い意欲を示したことなどが買い戻しの動きを後押しし、株式市場は上昇しま

した。 

５月に入ると仏大統領選においてマクロン氏が勝利したことに加え、米議会において予算案

が暫定的な合意に達するなど政治的なリスクが低下したことや、日本の大型連休中に海外株式

市場が上昇したこと、日本企業の2017年３月期決算が概ね良好な結果となったことなどが好感

され、株式市場は上昇しました。その後は、ECB（欧州中央銀行）のドラギ総裁の発言が今後

の金融緩和縮小に前向きと受け止められたことで国内外の長期金利が上昇したことを受け、株

式市場全体は一進一退で推移しました。 

７月に入ると４-６月期の企業決算が製造業を中心に概ね良好な滑り出しとなったことが買

い材料となりましたが、大きく株価が上昇していた半導体関連株などに利益確定の売りが出た

ことなどが下落要因となり、株式市場は小幅上昇となりました。その後は、北朝鮮情勢の緊迫

化、スペインのテロなど地政学的リスクが高まり、株式市場は下落しました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）］ 

（１） 基本方針として、当ファンドは［サービス関連株マザーファンド］を組み入れるほか、

株価指数先物取引を活用することで、実質的な株式組入比率を高位に維持します。期末

の実質組入比率は株式92.6％、株式先物6.1％、投資信託証券0.2％としました。 

（２） また、選択権付き為替予約取引を行なうことで米ドルへの投資効果を追求します。期末

の実質外貨比率（米ドル）は99.1％としました。 

 

［サービス関連株マザーファンド］ 

・株式組入比率 

期を通じて高位を維持し、期末は株式98.8％、投資信託証券0.3％としました。 
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野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）

・期中の主な動き 

（１） 世界で高く評価される日本独自のサービスや高品質の製品を国内外のユーザーに提供す

る企業などの投資候補銘柄の中から、業績動向やバリュエーション（投資価値評価）、企

業の競争力などを勘案して投資魅力度が高いと判断される銘柄に投資しました。 

（２） 期中の売買では、日産自動車、任天堂、ソフトバンクグループなどを買い付けました。

一方、ヤマトホールディングス、日本新薬、明治ホールディングスなどを売却しました。 

（３） 期末において保有している主な業種は小売業、サービス業、電気機器、医薬品、情報・

通信業など、主な銘柄はパーソルホールディングス、ツルハホールディングス、ペプチ

ドリーム、日産自動車、日本新薬などです。 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた運

用を行っていないため、ベンチマーク等はあり

ません。 

グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 
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野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）

◎分配金 

（１） 今期の収益分配金については、基準価額の水準などを勘案して収益分配は見送りとさせ

ていただきました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第３期 

2016年８月23日～ 
2017年８月21日 

当期分配金 － 

(対基準価額比率) －％

 当期の収益 － 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 387 
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［サービス関連株マザーファンド］ 

・投資環境 

日本経済は緩やかな拡大を続けています。４月以降の景気指標は設備投資や消費関連を中心

に堅調であり、好調な景気は維持されると見込んでいます。日銀は、長短金利をターゲットと

したイールド・カーブ・コントロール政策のもと、年初来は国債の買入額を年間40兆円弱の

ペースまで減少させています。平成29年度の当初予算ベースでの新規国債発行額が約35兆円で

あることから現行の緩和政策の持続性は高まっていますが、物価の動きは日銀の掲げる２％の

インフレ目標を大きく下回る状況が続いています。７月に公表された日銀・展望レポートでも

政策委員の2017年度の消費者物価上昇率見通しの中央値は前年度比＋1.1％まで引き下げられ

ました。こうした下では、日銀は相当期間にわたって現状の金融緩和政策を維持せざるを得な

いと思われます。 

 

2017年度国内企業の予想経常利益は、前年度比15.3％増（野村證券金融経済研究所予想によ

るRussell/Nomura Large Cap［除く金融］、８月17日時点）、2018年度は同7.7％増（同上）とな

ることが予想されます。また、株式市場については、2017年度の予想PBR（株価純資産倍率）

が1.51倍（同上）と過去に比べて割高感はなく、景気と企業業績の回復期待が更に高まるにつ

れ、上昇すると見ています。 
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・投資方針 

（１） 引き続き、世界で高く評価される日本独自のサービスや高品質の製品を国内外のユー

ザーに提供する企業を主要投資対象として運用を行ってまいります。 

（２） 銘柄選択にあたっては、企業取材によるボトムアップアプローチをベースに、企業の競

争力や経営の評価、収益予想などの企業分析を行い、企業の成長性やバリュエーション

などを考慮して組み入れを行います。また、銘柄の投資比率の決定に際しては、株式の

市場性などにも留意して分散投資をはかります。 

（３） 所得環境の改善や訪日外国人の増加など当ファンドが主要投資対象とする小売業、サー

ビス業には追い風が吹いています。こうした環境下、サービスや製品を通じて高い顧客

満足度を実現している企業、さらにそれが利益成長に結び付いている企業に着目して投

資していく方針です。 

 

［野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）］ 

当ファンドは引き続き第４期の運用に入ります。 

今後の運用に関しましては、前述の投資環境見通しのもとで、ファンドの資金動向に充分配

慮しつつ、実質的な株式組入比率を高位に維持すると同時に、選択権付き為替予約取引等の外

国為替に関するデリバティブ取引を行なうことで基準価額の向上に努めます。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）

○１万口当たりの費用明細 (2016年８月23日～2017年８月21日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 131  1.583 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 62)  (0.754) ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 62)  (0.754) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  6)  (0.075) ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 9   0.108  (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  8)  (0.101)  

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.003)  

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.004)  

（c） そ の 他 費 用 0   0.004  (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.003) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000) 信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 140   1.695   

期中の平均基準価額は、8,283円です。  

 
＊ 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊ 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊ 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊ 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）

○売買及び取引の状況 (2016年８月23日～2017年８月21日) 

 

種 類 別 
買 建 売 建 

新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額 

国 
内 

 百万円 百万円 百万円 百万円 
株式先物取引 1,851 2,004 － － 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

 

種 類 別 
コール・ 
プット別 

買 建 売 建 

新 規 

買 付 額 
決 済 額

権 利

行 使

権 利

放 棄

新 規

売 付 額
決 済 額 

権 利 

被 行 使 

義 務

消 滅

国 

内 

  百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

通貨オプション取引 コール 13,194 13,397 － － － － － －

 プット － － － － 13,194 13,003 － －
 
＊単位未満は切り捨て。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円
サービス関連株マザーファンド 106,708 155,400 1,346,694 1,993,300

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2016年８月23日～2017年８月21日) 

 

項 目 
当 期 

サービス関連株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 14,715,363千円
(b) 期中の平均組入株式時価総額 11,530,693千円

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.27  
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

  

先物取引の種類別取引状況 

オプションの種類別取引状況 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）

○利害関係人との取引状況等 (2016年８月23日～2017年８月21日) 

 

＜野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜サービス関連株マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 3,432 2,018 58.8 11,283 5,837 51.7

投資信託証券 － － － 487 241 49.5

平均保有割合 28.9%   
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 3,999千円
うち利害関係人への支払額（B） 2,010千円

（B）／（A） 50.3％  
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村

證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2017年８月21日現在) 

 

銘      柄      別 
当 期 末 

買   建   額 売   建   額 

国 
内 

  百万円 百万円

株式先物取引 ミニＴＯＰＩＸ 168 －
 
＊単位未満は切り捨て。 

 

  

利害関係人との取引状況 

先物取引の銘柄別期末残高 
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野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）

 

銘      柄      別 
コール・
プット別

当 期 末 

買 建 額 売 建 額 

国 

内 

   百万円 百万円

通貨オプション取引 ドル コール 24 －

  プット － 24
 
＊単位未満は切り捨て。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

サービス関連株マザーファンド 2,898,210 1,658,224 2,606,231
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2017年８月21日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

サービス関連株マザーファンド 2,606,231 88.1

コール・ローン等、その他 350,694 11.9

投資信託財産総額 2,956,925 100.0
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

○特定資産の価格等の調査 

当ファンドにおいて行った取引のうち、投資信託及び投資法人に関する法律により価格等の

調査が必要とされた資産の取引については、新日本有限責任監査法人へその調査を委託しまし

た。対象期間中（平成28年８月13日～平成29年８月10日）に該当した取引は、オプション取引

（為替店頭オプション取引）が980件あり、当該取引については当該監査法人からの調査報告書

を受領しました。 

なお、オプション取引（為替店頭オプション取引）については、通貨の種類、プット又はコー

ルの別、数量その他の当該オプション取引（為替店頭オプション取引）の内容に関することに

ついて調査を委託しました。 
 

 

オプションの銘柄別期末残高 

親投資信託残高 
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野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年８月21日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 2,956,892,184  

 コール・ローン等 205,633,133  

 サービス関連株マザーファンド(評価額) 2,606,231,922  

 コール・オプション(買) 24,836,160  

 未収入金 115,092,770  

 差入委託証拠金 5,098,199  

(B) 負債 175,841,847  

 プット・オプション(売) 24,836,160  

 未払金 106,901,896  

 未払解約金 18,263,325  

 未払信託報酬 25,787,629  

 未払利息 274  

 その他未払費用 52,563  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,781,050,337  

 元本 3,207,468,694  

 次期繰越損益金 △  426,418,357  

(D) 受益権総口数 3,207,468,694口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,671円
 

（注）期首元本額は 6,142,731,879 円、期中追加設定元本額は

94,145,721円、期中一部解約元本額は3,029,408,906円、１口当た

り純資産額は0.8671円です。 
 

○損益の状況 (2016年８月23日～2017年８月21日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 △      101,736  

 支払利息 △      101,736  

(B) 有価証券売買損益 364,368,770  

 売買益 516,857,716  

 売買損 △  152,488,946  

(C) 先物取引等取引損益 259,954,046  

 取引益 2,403,857,943  

 取引損 △2,143,903,897  

(D) 信託報酬等 △   58,086,040  

(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 566,135,040  

(F) 前期繰越損益金 △  959,748,425  

(G) 追加信託差損益金 △   32,804,972  

 (配当等相当額) (     22,045,683) 

 (売買損益相当額) (△   54,850,655) 

(H) 計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) △  426,418,357  

(I) 収益分配金 0  

 次期繰越損益金(Ｈ＋Ｉ) △  426,418,357  

 追加信託差損益金 △   32,804,972  

 (配当等相当額) (     22,119,260) 

 (売買損益相当額) (△   54,924,232) 

 分配準備積立金 102,221,457  

 繰越損益金 △  495,834,842  
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益および(C)先物取引等取引

損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

＊損益の状況の中で(D)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(G)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2016年８月23日～2017年８月21日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2016年８月23日～ 
2017年８月21日 

a. 配当等収益(経費控除後) 38,465,783円

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円

c. 信託約款に定める収益調整金 22,119,260円

d. 信託約款に定める分配準備積立金 63,755,674円

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 124,340,717円

f. 分配対象収益(１万口当たり) 387円

g. 分配金 0円

h. 分配金(１万口当たり) 0円
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野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合 

分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合 

分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合 

分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

①スワップ取引に係る評価の方法につき、法令および一般社団法人投資信託協会規則に従って

評価する汎用的な記載に変更する所要の約款変更を行いました。 

＜変更適用日：2017年３月31日＞ 

 

②外国為替予約取引に係る担保授受に関する規定を追加する所要の約款変更を行いました。

 ＜変更適用日：2017年３月31日＞ 

 

③金利先渡取引および為替先渡取引に係る評価の方法につき、法令および一般社団法人投資信

託協会規則に従って評価する汎用的な記載に変更する所要の約款変更を行いました。 

＜変更適用日：2017年３月31日＞ 

 

④先物取引等の運用指図において店頭デリバティブ取引または店頭オプション取引に係る評

価の方法および担保授受の指図が行われる場合の規定を追加する所要の約款変更を行いま

した。 ＜変更適用日：2017年３月31日＞ 

 



添付ファンド_9pt_688184.indd   14添付ファンド_9pt_688184.indd   14 2017/09/15   11:42:572017/09/15   11:42:57



－ 15 －

添付ファンド_9pt_688184.indd   15添付ファンド_9pt_688184.indd   15 2017/09/15   11:42:582017/09/15   11:42:58



－ 16 －

添付ファンド_9pt_688184.indd   16添付ファンド_9pt_688184.indd   16 2017/09/15   11:42:582017/09/15   11:42:58



－ 17 －

添付ファンド_9pt_688184.indd   17添付ファンド_9pt_688184.indd   17 2017/09/15   11:42:582017/09/15   11:42:58



－ 18 －

添付ファンド_9pt_688184.indd   18添付ファンド_9pt_688184.indd   18 2017/09/15   11:42:582017/09/15   11:42:58



－ 19 －

添付ファンド_9pt_688184.indd   19添付ファンド_9pt_688184.indd   19 2017/09/15   11:42:582017/09/15   11:42:58



－ 20 －

添付ファンド_9pt_688184.indd   20添付ファンド_9pt_688184.indd   20 2017/09/15   11:42:592017/09/15   11:42:59



－ 21 －

添付ファンド_9pt_688184.indd   21添付ファンド_9pt_688184.indd   21 2017/09/15   11:42:592017/09/15   11:42:59



－ 22 －

添付ファンド_9pt_688184.indd   22添付ファンド_9pt_688184.indd   22 2017/09/15   11:42:592017/09/15   11:42:59



－ 23 －

添付ファンド_9pt_688184.indd   23添付ファンド_9pt_688184.indd   23 2017/09/15   11:42:592017/09/15   11:42:59



－ 24 －

添付ファンド_9pt_688184.indd   24添付ファンド_9pt_688184.indd   24 2017/09/15   11:42:592017/09/15   11:42:59



－ 25 －

添付ファンド_9pt_688184.indd   25添付ファンド_9pt_688184.indd   25 2017/09/15   11:42:592017/09/15   11:42:59



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2011 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1200
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /None
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <FEFF004e0049004b004b004500490020005000520049004e00540049004e004700200049004e0043002e00200020000d0066006f0072002000410064006f006200650020004300720065006100740069007600650020005300750069007400650020007300650072006900650073ff08004300539664304fff0900200020000d5370523775280050004400464f5c62106642306b900f660e30924fdd63013059308b30d730ea30bb30c330c8306730593002ff080076006500720033002e0030ff0900200020000d203b00440069007300740069006c006c006500723067306f900f660e306f4fdd63013055308c307e305b30933002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames false
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides true
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks true
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks true
      /AddPageInfo true
      /AddRegMarks true
      /BleedOffset [
        8.503940
        8.503940
        8.503940
        8.503940
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.250000
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


